
農 福 連 携 推 進
関東ブロックセミナー・スタディツアー

2月25日セミナー：つくば国際会議場 １階 大会議室101会場

令和２年2月25日（火） 13:00 ～ 17:10（受付 12:30）

令和２年2月26日（水） ９:00 ～ 12:30

日時

参加費無料費用

内容 2月25日 1. 基調講演 （一社）ノーマポート
2. 事例報告等

申込 FAX（別紙）又はインターネットよりお申し込みください。
http://www.maff.go.jp/kanto/press/nouson/shinkou/200116.html
※セミナー及びスタディツアーには人数制限がございます。

茨城県つくば市竹園2-20-3 ※公共交通機関をご利用ください。

主催

お問い合わせ先：関東農政局農村振興部農村計画課
（担当：磯貝・角田） TEL 048-740-0481

FAX 048-740-0082

○（一社）ノーマポート 代表理事 髙草 志郎 氏
2011年から伊藤忠テクノソリューションズ（株）の「特例子会社（株）ひなり」の代表取締役社長を５年間務める。退任後、2016年に
（一社）ノーマポートを設立し、農福連携モデルの構築に取り組んだ経験を生かし、関東圏を中心に企業の障害者雇用や農福連携
をサポート。「農福連携特例子会社連絡会」の事務局も担当し、農業や福祉との連携推進に注力している。

○NPO法人つくばアグリチャレンジ 代表理事 伊藤 文弥 氏
2011年に法人を設立し、「ごきげんファーム」をスタート。現在、近隣農家より借り受けた農地で約100名を超える様々な障害のあ
る人たちと年間100品種以上の野菜や米等を栽培し、野菜セットを販売。また、 法人自らの農業経営に加え、地域の農作業受託や
体験農園の運営、さらに2018年からはレストランを開店。障害のある人と地域の人が垣根なく場を共有でき、お互いが〝ごきげん〞
になれる社会を目指し活動している。

○（株）HATAKEカンパニー 代表取締役社長 木村 誠 氏
茨城県を中心に約90haの農地でベビーリーフを生産。生産から調製や袋詰め、物流に至るまでのサプライチェーンを独自に構築。
2011年からは、「農業の人手不足と障害者の働き場所の確保」の実現のため、障害者の適正に応じた作業等を創造することで、障
害者の直接雇用及び施設外就労の受入れを行っている。

○（株）ウィズファーム 代表取締役 森下 博紀 氏
長野県松川町にて、障害者の就労場所の確保及び工賃向上及び農業の担い手不足解消のために株式会社ウィズファームを設
立。就労継続支援事業所と連携し、りんごや各種野菜を栽培。2019年11月にノウフクJAS第一号の認証を取得している。
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目的 障害者等が自立した生活を送るためには就労が重要であり、働く意思のある障害者等がその適性に応じて能力を十分に発揮で
きるよう、多様な就業の機会を確保する必要があります。また、高齢者の生きがいづくりにも、就労をはじめたとした活躍の場が必
要です。このため、障害者や高齢者について、先進的に取り組んでいる農福連携の事例等を紹介するとともに、その支援策や最
近の情勢を知っていただくことにより、農業分野における障害者等の就労の場を拡大することを目的に農福連携推進関東ブロック
セミナー・スタディツアーを開催します。

2月26日スタディツアー：茨城県つくば市内

●セミナー

現地にて、NPO法人つくばアグリチャレンジ 及び（株）HATAKEカンパニーの農福連携の取組を見学します。現地にて、NPO法人つくばアグリチャレンジ 及び（株）HATAKEカンパニーの農福連携の取組を見学します。

●スタディツアー

農林水産省 関東農政局、厚生労働省 関東信越厚生局、関東ブロック障害者就農促進協議会
（運営：一般社団法人 日本基金）

地域のみんながつながる地域のみんながつながる

NPO法人つくばアグリチャレンジ、（株）HATAKEカンパニー、（株）ウィズファーム、
農林水産省関東農政局、厚生労働省関東信越厚生局（発表者:（株）野村総合研究所）、
（一社）日本基金

2月26日 NPO法人つくばアグリチャレンジ、（株）HATAKEカンパニー

■2月26日のスタディツアーは定員に達しました。
■2月25日のセミナーは残席がございますので引き続き募集いたします。

■2月26日のスタディツアーは定員に達しました。



『令和元年度 農福連携推進関東ブロックセミナー・スタディツアー』参加申込書 
 

開催日：セミナー     令和２年２月25日（火） 13：00～17：10（12：30～受付） 

      スタディツアー 令和２年２月26日（水）  9：00～12：30 

（つくばエクスプレス つくば駅周辺に集合し9:00出発、12：30解散予定） 

【申込みにあたっての留意事項】 
① ２月26日のスタディツアーのみの応募はできません。応募多数の場合、先着順とさせていただきます。 

 ② セミナー・スタディツアー参加をお断りする場合、お電話させていただきますので、電話番号は必ず記載して下さい。 

 ③ スタディツアーの集合場所等の詳細は、後日（2/17頃）、参加確定者に連絡（電話等）いたします。 

 ④ 申込みいただいた個人情報は、セミナー等の連絡・受付以外には使用しません。 

 

 

 

 

 ◎お手数ですが、参加を希望される方、お一人ずつ下表に必要事項を記入し、ＦＡＸで送信をお願いします。 

 

 

 

参加希望日（いずれかに〇をしてください。） 

※必須 2月25日セミナーのみ参加希望  2月25日セミナー、26日スタディツアーの

両日参加希望 

 

お名前① 

※必須 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

所 属 

 

 

電話番号 

※必須 

 
FAX番号 

 

メールアドレス                                    ※明瞭に記載して下さい 

参加希望日（いずれかに〇をしてください。） 

※必須 2月25日セミナーのみ参加希望  2月25日セミナー、26日スタディツアーの

両日参加希望 

 

お名前② 

※必須 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

所 属 

 

 

電話番号 

※必須 

 
FAX番号 

 

メールアドレス  ※明瞭に記載して下さい 

参加希望日（いずれかに〇をしてください。） 

※必須 2月25日セミナーのみ参加希望  2月25日セミナー、26日スタディツアーの

両日参加希望 

 

お名前③ 

※必須 

ﾌﾘｶﾞﾅ 

所 属 

 

 

電話番号 

※必須 

 
FAX番号 

 

メールアドレス  ※明瞭に記載して下さい 

ＦＡＸ：０４８－７４０－００８２ 【〆切日 ２月17日（月）】 

別 紙 

■2月26日のスタディツアーは定員に達しました。
■2月25日のセミナーは残席がございますので引き続き募集いたします。


